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La2@C80 の 1, 3-双極子環化付加反応
　金属内包フラーレンに化学修飾を行なった際に，内包金属原子の動的挙動がどのように変化するのか，と
いうことは金属内包フラーレンを機能性分子へ展開する上で非常に重要な課題である。本研究では，炭素置
換基を La2@C80 へ付加させた場合の内包金属原子の動的挙動の変化に着目した。La2@C80 に対しアゾメチン
イリドによる 1, 3-双極子環化付加反応を行ない，付加位置の異なる二種類のピロリジノフラーレン誘導体（6, 
6-付加体，5, 6-付加体）の合成に成功した。主異性体である 6, 6-付加体については単結晶Ⅹ線構造解析，
温度可変 139La NMRスペクトル解析，ならびに理論計算を行ない，内包金属原子が斜めの位置に局在化する





































審 査 の 結 果 の 要 旨
　金属内包フラーレンは，その特異な構造だけでなく，金属原子から炭素ケージへの電子移動により，空の
フラーレンにはない特異な電子的・磁気的特性や反応性を示す。最近になって金属内包フラーレンの大量合
成・分離法の開発が進み，炭素ケージの構造や電子構造などが徐々に明らかになってきているが，未解明の
問題も多く，包括的な理解には至っていない。従来の物理化学的な基礎研究だけでなく，有機化学的な側面
から金属内包フラーレンの特異な分子構造や物性，化学反応性を解明していくことは金属内包フラーレンの
包括的な理解に重要である。さらに化学修飾によりさまざまな機能を導入した誘導体を開発し，新規な機能
性分子としての物性を解明していくことは新炭素素材としての応用や薬学・医学への展開の可能性を探る上
でも非常に重要な課題である。本研究では，金属内包フラーレンにおける内包金属原子の位置や動的挙動に
ついての解明手法を確立するとともに，種々の化学修飾法の開発に成功し，さまざまな金属内包フラーレン
種ならびにその誘導休についての詳細な構造，内包金属原子の挙動や電子的特性などを解明したものである。
また特に，Ih-C80 ケージに内包された金属原子の動的挙動を自在に制御することに成功したものであり，こ
れらは新規炭素クラスターの化学分野において高く評価されるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
